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IF関数のネストが出来る方は受講する必要はありません

注意事項

• MS-Excelだけで行う様式１活用の演習です。医療

機関係数２に採用されるかもしれない病院評価指
標を念頭に練習します（案については添付の報告
書を参照）。

• 様式１の抜粋によるサンプルデータを用意しました。

• 本来の様式１にはDPCコードはありませんが、本サ
ンプルではDPCコードを付加してあります。

• 演習はExcel 2007以上を対象に行い、その他のバ
ージョンはサポートしません。

• PCと二口以上の電源延長ケーブルを１本用意くだ
さい。
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Excelによる様式１分析の流れと
使用する主な関数

① 何らかの方法でDPCコードを付加する（今回の演
習では触れないが、代替の練習として入院期間Ⅱ
を付加する：VLOOKUP関数）

② 入院日等の文字データを日付け型に変換して年
齢や在院日数等を求める（TEXT関数）

③ 文字列関数で調査項目をスコア化する（LEFT関数
、MID関数、VALUE関数、IF文）

④ フィルター、ピボットテーブルを駆使して指標を集
計する
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今回の演習課題

① 各診療科のDPC１４桁トップ３を抽出し、症
例数、平均在院日数を算出する

② 手術のあるDPCでは、手術前日数と手術後
日数の平均を求める（手術１に限定）

③ 脳梗塞のICD別（３桁）症例数と平均在院日
数を算出する

④ 成人市中肺炎の重症度別症例数と平均在
院日数を算出する
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課題①

① 各診療科のDPC１４桁トップ３を抽出し、症
例数、平均在院日数を算出する

② 手術のあるDPCでは、手術前日数と手術後
日数の平均を求める（手術１に限定）

③ 脳梗塞のICD別（３桁）症例数と平均在院日
数を算出する

④ 成人市中肺炎の重症度別症例数と平均在
院日数を算出する
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他のデータを参照する
（VLOOKUP関数）
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入院期間Ⅱの参照は（第２行目の場合）、

=VLOOKUP(F2,入院期間Ⅱ!A$2:B$1574,2,false)

但し、「入院期間Ⅱ 」のA列にDPC14桁コードが書かれ、その
右側に入院期間II日数が書かれ、その範囲は2行目～1574行
目とした場合。
A$やB$の$はコピーの際に自動的に番号が振り替わらないよう
にするため。
falseは当面はおまじないとして覚えておくとよい（0と書いてもよ
い）。
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入院期間Ⅱのシート

~

VLOOKUP関数の要点
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Aaa
Ccc
Ccc

参照値 戻り値

Aaa ・・・・・ 111
Bbb 222
Ccc 333
Ddd 444
Eee 555
Fff 666
Ggg 777

こ
の
値
①
を
元
に

=vlookup(①、列1$行2:列m$行n 、②、false)

参照値を入れて②列目



日付けの処理①
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=TEXT(入院年月日,"#### - ## - ##")

在院日数は、

=DATEDIF(TEXT(入院年月日,“####-##-##”),TEXT(退院年月日,"####-##-##"),"D")+1

あるいは、

=TEXT(退院年月日,“####-##-##”) - TEXT(入院年月日,"####-##-##") + 1

日付けはyyyymmdd型の文字列として記述されているので、
TEXT関数で日付け型に変換する

10

慣れないうちは、段階的にやってみましょう

C2に入院年月日が入っているとして

在院日数＝退院日－入院日＋１

日付けの処理②
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データメニューの「区切り位置」機能を使って日付け型に
一気に変換
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ピボットテーブルで診療科別、DPC別に集計し降順でソート



課題②

① 各診療科のDPC１４桁トップ３を抽出し、症
例数、平均在院日数を算出する

② 手術のあるDPCでは、手術前日数と手術後
日数の平均を求める（手術１に限定）

③ 脳梗塞のICD別（３桁）別症例数と平均在院
日数を算出する

④ 成人市中肺炎の重症度別症例数と平均在
院日数を算出する
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同様に手術年月日を日付け型に変換し
術前日数＝手術日－入院日
術後日数＝退院日－手術日

で求める（１は足さない）
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課題③

① 各診療科のDPC１４桁トップ３を抽出し、症
例数、平均在院日数を算出する

② 手術のあるDPCでは、手術前日数と手術後
日数の平均を求める（手術１に限定）

③ 脳梗塞のICD別（３桁）症例数と平均在院日
数を算出する

④ 成人市中肺炎の重症度別症例数と平均在
院日数を算出する
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まず、LEFT関数を使ってICD-10（通常は４桁）を
３桁にする。

=LEFT(ICD10のカラム位置,3)

ICD-10コードがH2に入っているとして
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課題④

① 各診療科のDPC１４桁トップ３を抽出し、症
例数、平均在院日数を算出する

② 手術のあるDPCでは、手術前日数と手術後
日数の平均を求める（手術１に限定）

③ 脳梗塞のICD別（３桁）症例数と平均在院日
数を算出する

④ 成人市中肺炎の重症度別症例数と平均在
院日数を算出する
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成人市中肺炎の評価

• 入院契機病名および も医療資源を投入した傷病
名が肺炎、急性気管支炎、急性細気管支炎（DPC 
040080 相当）で、さらにその中でもICD-10 コードが
J13～J18 で始まるものに限定する。

• 重症度は４桁のフラグで記録されている（0,1,2,9）
• 年齢、性別は様式１の重症度項目にはない（様式１
の性別、生年月日、入院日から求める）

• 不明な項目は９→今回は０とみなす
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条件判断で0・1化する→ 合計するとスコアになる

年齢と性別 肺炎重症度

男性は70才以上、
女性は75才以上

不明は9、
SPO2は0,1,2 22

IF文

=IF(条件式, 真の場合, 偽の場合）

例）
=IF(G2>=70, 1, 0)

G2に年齢が入っているとすると70才以上では1が、
それ未満では0が得られる。
真の場合、偽の場合の項目に、他の関数やIF文を
書くこともできる。
二重以上のIF文は「IF文のネスト」とも言う。
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性別と年齢

男性は70才以上なら1
女性は75才以上なら1

男性 =IF(B2="1",IF(G2>=70,1,0),0)
女性 =IF(B2="2",IF(G2>=75,1,0),0)

性別は文字型なので” ”が必要
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=VALUE(IF(LEFT(M2,1)="9",0,LEFT(M2,1)))

BUN (0か1か9)

M2に肺炎重症度が入っている場合（例えば0010）、左から1文
字目がBUNに相当する。これが9であれば0とし、それ以外は当
該の文字を切り出す。ただし、これは文字型のため、VALUE関
数で数字型に変換する。
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意識障害
=VALUE(IF(MID(M2,3,1)="9",0,MID(M2,3,1)))

血圧
=VALUE(IF(MID(M2,4,1)="9",0,MID(M2,4,1)))

意識障害、血圧 (0か1か9)

M2に肺炎重症度が入っている場合（例えば0091）、左から3文
字目が意識障害、4文字目が血圧に相当する。これらが9であれ
ば0とし、それ以外は当該の文字を切り出す。ただし、これらは
文字型のため、VALUE関数で数字型に変換する。
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=IF(MID(M2,2,1)=“9”,0,IF(MID(M2,2,1)=“2”,1,
IF(MID(M2,2,1)="1",1,0)))

SP02 (0か1か２か9)

M2に肺炎重症度が入っている場合（例えば0200）、左から2文
字目がSPO2に相当する。これが9であれば0とし、2と1は1とし、
それ以外は0とする（誤った数字も0となる）。ただし、これは文字
型のため、VALUE関数で数字型に変換する。

=IF(MID(M2,2,1)="9",
0,
IF(MID(M2,2,1)="2",

1,
IF(MID(M2,2,1)="1",

1,
0)))
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成人市中肺炎の重症度スコア

• 全て0か1なので、足し算するとスコアが求まる
 （ 小 0、 大 5）

• 男性 70才以上と女性 75才以上が同時に1と
なることはない

• 足し算はSUM関数が簡便

• 同様にADLスコアやChild-Pughスコアも数値
化できる

まとめ

• Excelを駆使し、様式1から病院指標を作成し
よう（DPCコードの結合以外は、特別なソフト
がなくてもなんとかなる）

• 基本的な関数、ピボットテーブルの技術は、
他の業務にも大いに役立つ

• IF文を使いこなせると、分析の幅が広がる（
頭の体操にもなる）

• 分析は第一歩、自院の立ち位置からの市民
目線の解説が重要
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